
令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
公
社
は
、
長
野
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の

で
、
当
公
社
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲

載
（
令
和
八
年
八
月
十
七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

長
野
県
上
伊
那
郡
飯
島
町
飯
島
二
五
三
七
番
地

飯
島
町
土
地
開
発
公
社

代
表
清
算
人

宮
下

寛

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
二
月
七
日
開
催
の
責
任
役
員
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月
五
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
大
野
一
四
二
二

番
地

宗
教
法
人
楞
嚴
寺

清
算
人

西
山

十
海

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
二
月
七
日
開
催
の
責
任
役
員
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月
五
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
田
垣
内
七
五
五

番
地

宗
教
法
人
寳
珠
寺

清
算
人

西
山

十
海

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
二
月
七
日
開
催
の
責
任
役
員
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月
五
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
十
九
日

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
熊
瀬
川
六
二
一

番
地

宗
教
法
人
両
谷
寺

清
算
人

西
山

十
海
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